








































































































































Lv5 大学サークル或いは一般市民クラブの上級者 6 30.5 1.79 13.6
Lv4 大学サークル或いは一般市民クラブの中級者 6 38.3 1.70 11.1
Lv3 大学サークル或いは一般市民クラブの初級者 4 28.8 1.69 6.5
Lv2 バドミントンで遊んだ程度の初心者 5 22.0 1.67 1.2
Lv1 バドミントンの経験がほとんどない未経験者 7 22.0 1.69 0.4





























































データ種類 球種 全予測 インパクトより遅い予測 インパクトより早い予測
データ数 平均値 SD データ数 平均値 SD データ数 平均値 SD
予測正確率
ハイクリア 224 85.27％ 0.355 5 0.00％ 0.000 219 87.21％ 0.335
ドロップ 224 75.89％ 0.429 4 25.00％ 0.500 220 76.82％ 0.423
予測時点
データ数 平均値（秒） SD データ数 平均値（秒） SD データ数 平均値（秒） SD
ハイクリア 223 0.200 0.246 5 －0.027 0.0256 218 0.205 0.246


























































Lv1 Lv2 Lv3 Lv4 Lv5
予測正確率（SD）
ハイクリア 85.71％（0.15） 75.00％（0.17） 93.75％（0.11） 85.41％（0.22） 87.50％（0.11）
ドロップ 66.07％（0.20） 60.00％（0.23） 75.00％（0.13） 81.25％（0.18） 95.83％（0.07）
ｍ 0.771 0.800 0.800 0.951 1.095
予測時点（SD）
ハイクリア 0.313（0.05） 0.250（0.07） 0.116（0.01） 0.136（0.02） 0.141（0.03）
ドロップ 0.347（0.06） 0.324（0.09） 0.139（0.03） 0.136（0.05） 0.145（0.02）
M 1.109 1.293 1.195 1.001 1.026
表５　熟練レベル・球種別の有意差
予測正確率 予測時点
熟練レベル Lv1 Lv2 Lv3 Lv4 Lv5 Lv1 Lv2 Lv3 Lv4 Lv5
Lv1 Lv1 * ** ** **
Lv2 Lv2 ** * **
Lv3 Lv3 ** ** *
Lv4 * Lv4 ** **


























及び Lv5との間に，また Lv2は Lv3，Lv4，及び Lv5と
の間に，なお Lv3と Lv5の間にそれぞれ有意な差異がみ
られた（表５）。ドロップにおいては，Lv1は Lv3，
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